
◎ … 必ず必要な物 ○ … 持って来ても良い物 × … 持って来てはいけないもの

1．持ち物について

◎ 大荷物（前日に送る大きいカバン）につめる物

・

・ 下着類 ・ ・

・ ・

◎ バッグにつめる物

・ しおり ・ 生徒手帳 ・ おこづかい※拝観料・交通費は別 ・ ビニール袋 ・ おにぎり

・ 筆記用具 ・ 雨具 ・ タオル（ハンカチ） ・

・ ティッシュ ・ エチケット袋 ・ 腕時計（班で最低一つ） ・ ・

◎ 係の持ち物

・ 部屋点検表(室長) ・

・ ・

○ 持って来ても良い物（※ただし、自己管理とする）

・ 常備薬（酔い止め等） ・ カメラ(※班で一台スマホを支給するが、それ以外で必要な場合)

※個人のデジタルカメラ、インスタントカメラ(写ルンです等)も可能

・ ICカード※最低限のチャージ(乗り換え等あるので持ってくるのが好ましい)

・ 帽子(華美ではないもの) ・ ヘアアイロン（各部屋で、1台ずつしか使用できません。※ドライヤーと同時使用も不可）

・ ・ 四中ジャージ

× 持って来てはいけない物

上記を除き、学校生活で禁止されている物は、すべて不要物です。

※ 以下のものは宿舎に備えてあるので、持って来る必要はない。

・ フェイスタオル（毎日交換あり） ・ バスタオル（毎日交換あり） ・ シャンプー

・ コンディショナー ・ ハンドソープ ・ ドライヤー ・ ボディーソープ

２.服装について

≪見学時≫

◆ 制服（夏服・冬服問わない）またはポロシャツ・スラックスとし、着方も学校生活の決まり通りとする。

◆ 靴は動きやすく（主に通学用のものが適している）、華美でないものとする。

◆ 華美ではない服装(Tシャツ・ハーフパンツ等)

※肩が出るもの、スカート、ショートパンツ等は不可とする。

カードゲーム（トランプ・UNOなどみんなで遊べるもの）

《宿舎内》

マスク

持ち物

歯ブラシ 体操服・ハーフパンツ

着替え用のポロシャツ(白・黒・紺)・スラックス(黒・紺)

部屋着(半袖(長袖)シャツ・ハーフパンツ…そのまま寝られるもの)

体温計 マスク(予備)

健康チェック表(保健) 救急セット(保健）

ペットボトルの飲み物(１日目※)

連絡用スマートフォン(班長)

Culmination～集大成～ 修学旅行号 令和５年度 第３学年 
 

～ 修学旅行に向けて ～ 
 

 修学旅行の荷物の搬入は、前日（２３日）に学校から送ります。荷物の確認をして、入れ忘れのないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スローガン  

「 修大成  ～自律・協調・考動～ 」 
 

 今回の修学旅行のスローガンは、今まで行ってきた校外学習の集大成です。 

１，２年での経験を活かし、悔いのない最高の校外学習にしましょう。 

                                                班長から 

２日目体験活動内容 
 ・湯呑の絵付け  ・念珠づくり  ・狐面の絵付け    ※各自選択 

３日目 クラス別活動（バス） 
１・２・５組    清水寺 → 伏見稲荷コース 
３・４組       伏見稲荷→ 平等院コース 

＊事前の確認事項＊ 
※しおりを持ち帰るのは直前になります。持ち物等に関しては、このお便りで確認しましょう 

・持ち物には、すべて記名をしましょう。 

・修学旅行の大荷物は、宿舎まで送り、帰りも学校に送ることになります。トラックに積み込みま

す。帰りの荷物は、２９日（月）の登校後に持ち帰ることになります。 

・ＩＣカードには、必要以上の金額をチャージしないようにしてください。 

・おにぎり１個程度（朝食）を持参してください。 

・２日目の夜に行う体験学習で絵付け選択した人は、汚れても大丈夫な着衣を準備してください。 

 

【お知らせ】 
・３日目のクラス別行動はコースで費用が異なりますので、旅行費用にクラスで違いが出ます。事後

に連絡させていただきます。 

・２日目の体験学習の費用（２、２００円）は、雑会計として集金させていただきます。 

 

＜３年生の皆さんへ＞ 

「中学校時代の思い出は？」 「修学旅行です。」卒業した多くの生徒がそう答えます。 

クラスの仲間との宿泊、地図を片手のコース巡り、楽しいおしゃべり……。是非、有意義で素晴らし

い修学旅行になってほしいと思っています。 

事前の学習やコースづくり、本当によく頑張りました。苦労したからこそ、無事故で成功させたいで

すね。その秘訣は“信頼と協力”。多少の失敗や困ったことも、信頼と協力があれば乗り越えられるは

ず。どうか皆で心を合わせ、頑張ってください。   

皆で心を合わせ、生涯の思い出に残る、素晴らしい修学旅行にしていきましょう。 
 


